





















































 第 4 章は第 3 章で得られた神経生理学的知見に基づく夜間騒音評価指標の開発であ
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１． 神経生理学に基づく Phillips-Robinson 数理モデルを用いて様々な持続時間の
外部刺激に関して覚醒閾値の挙動を推計した．これに基づき，睡眠・覚醒を制御
する脳幹の外部刺激に対する積分は 10-100 秒の時定数を持つことを示した．ま
た，脳幹において音響パワーではなく何らかの覚醒ポテンシャルが積分されてい
ることを示した． 
２． 脳幹の積分に関する神経生理学的知見に基づき，脳幹で積分される単位覚醒ポテ
ンシャルを数式上導入し，夜間騒音評価指標として年間覚醒回数を定義した．単
位覚醒ポテンシャルの積分に基づく中途覚醒確率は既存の研究結果と高度に一
致した．既存の手法は単発的な騒音のみ覚醒回数を評価できるが，定義された年
間覚醒回数は任意の騒音変動に適用可能である． 
３． 飛行態様の異なる２つの飛行場周辺における騒音曝露と高血圧に関する疫学調
査結果に基づき多変量解析により要因を分析した．昼間等価騒音レベルおよび夜
間等価騒音レベルを同時に投入して統計解析を行い，後者のみ高度に有意な量反
応関係が得られることを示した．既存の疫学研究では，高血圧と夜間騒音との直
接的な関連は必ずしも明確ではなかったが，昼間と夜間の騒音との関連に大きな
差があることを統計解析により示した． 
４． 上記疫学調査において，夜間等価騒音レベルでは，２つの飛行場間の量反応関係
の整合性が得られないことを示し，神経生理学的知見に基づいて定義された年間
覚醒回数を指標として用いることにより，量反応関係の整合性が改善されること
を示した． 
 
 以上，本論文は、夜間騒音が人の健康に与える睡眠影響を考慮した上でこれを評価す
るために適切な生理学的指標を与えるものであって、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成２８年６月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結
果、合格と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するもの
と判断し、公表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとするこ
とを認める。 
 
 
